
職業実践専門課程における第三者評価の具体化の方向性について 

 
１．「（Ⅰ）自己目標の設定」に関して  

 

・個別の分野に即した「目標として設定する指標」の具体化について 

 

①目的の設定について 

・各分野において既存の枠組みがある場合は、それを活用することが考えられる。 

 

⇒ＩＴ分野の第三者評価案では、「共通キャリア・スキルフレームワーク（ＣＣＳＦ）」を

活用して「人材像」と「学修成果」を明確化する方法を提案している。 

 

 

（参考）日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の評価基準においては、学習・教育到達目標

は、以下の各内容を具体化したものであり、かつ、その水準も含めて設定されている

こと求めている。 

(a)地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養、 

(b)技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者が社会に対して負っている

責任に関する理解 

(c)数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する能力 

(d)当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力 

(e)種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力 

(f)論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力 

(g)自主的、継続的に学習する能力 

(h)与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力 

(i)チームで仕事をするための能力 

 

 

 

②自己目標を設定する際に、各分野内で共通する観点を設定すべきか、また、自己

目標の水準について、各分野内で共通する最低基準を設定すべきか。 

 
⇒就職率が８０％以上、国家試験の合格率が８０％以上、○○技術の修得 等 

 
ほぼ全分野の第三者評価案では、「学修成果」の評価項目において、「資格取得率」

「就職率」等を評価することとしているが、これらを明確に自己目標に設定する

ことまでは求めていない。  
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２．「（Ⅱ）（３）学修成果等」に関して  

 
・「上記（職業実践専門課程の認定要件）以外の教育内容等」の具体化について 

 

③教育内容等の適切性の判断において、各分野内で共通する目標達成のために必要な

教育内容等を各分野内で共通する評価項目として設定すべきか。 

 
例１）ファッション分野の第三者評価案では、職種の違いも考慮しつつ具体的な教育内

容を評価項目として設定している。 
・作品、商品イメージを具体化するための教育を行っているか（企画デザイン職） 
・商品管理、店頭情報収集、店頭計数管理に関する教育を行っているか（販売職）  
 

例２）理学療法作業療法分野の第三者評価案では、指定養成施設として求められる臨床

実習について具体的な評価項目を設定している。 
・臨床実習前の学生の到達レベルチェック 
・臨床実習指導者と教員との緊密な連携体制 
・実習評価について臨床実習指導者の理解   等 

 
例３）柔道整復師分野の第三者評価案では、目標として設定することが考えられる専門

技術（柔道整復術、テーピング技術、鑑別技術、医療面接、リスク管理等）を例示し、それに

必要な教育内容を評価項目として選択できるようにしている。 
 

 
 
３．「（Ⅱ）（４）内部質保証」に関して  

 
・「機関内部の質保証」の評価方法の具体化について 

 

④自己評価・学校関係者評価の評価項目、評価方法、根拠資料等について、第三者評

価機関があらかじめ一定の基準を示したうえで、自己評価・学校関係者評価が当該

基準に沿って実施され、改善につながっているかどうかを評価すべきか。 

 

 
・職業実践専門課程においては、「専修学校における学校評価ガイドライン」で示した下記項

目全てについて自己評価・学校関係者評価を行うことを認定要件としている。 
「（１）教育理念・目標」「（２）学校運営」「（３）教育活動」「（４）学修成果」 
「（５）学生支援」「（６）教育環境」「（７）学生の受入れ募集」「（８）財務」 
「（９）法令等の遵守」「（１０）社会貢献・地域貢献」「（１１）国際交流」 

※（１０）（１１）は任意。 


